
     令和４年度 第1回 みどりっ子育成協議会 会議録(要点記録) 

 

１ 開催日時  令和４年５月１３日(金)  １４時００分から１６時００分まで 

２ 開催場所  新原小学校 パソコン室 

３ 出席委員  平松 昇、 田口 純奈、 大橋 基文、 平野 久和、 平野 恵子、 

鈴木 利明、 嶋田 ゆかり（学校支援コーディネーター）、 クリステンセ 

ン 勇美（学校支援コーディネーター） 

４ 欠席委員  ０人 

５ オブザーバー 椛 通安、（麁玉協働センター職員） 

６ 事務局   木下 健(校長)、 池野 由香里(教頭)、 古宮 康子(教務主任)、  

町田正美(４年学年主任)、小島恵子(３年学年主任)、服部 美保（ＣＳディレ 

クター） 

６ 傍聴人   ０人 

７ 協議事項  

   （１）会長挨拶 

   （２）校長挨拶 

   （３）「学校運営協議会の円滑な進め方について」視聴 

（４）任命書交付 

   （５）委員紹介（自己紹介） 

   （６）浜松市学校運営協議会規則確認 

   （７）議長選出 

（８）学校運営に関する基本的な方針の確認 

   （９）今年度の教育活動について 

  （１０）みどりっ子を育てる会に代わる組織について 

（１１）夢育やらまいか事業（ＣＳ加算分）について 

（１２）学校支援コーディネーターより 

（１３）その他 

８ 会議録作成者 服部 美保（ＣＳディレクター） 

９ 会議記録 

 

 （１） 会長挨拶 

平松委員より、昨年度に引き続き会長の職を引き受ける旨の報告があった。５月の防犯 

パトロールの様子から、新１年生が新生活に慣れてきたと感じる。新型コロナウイルス感 

染症の状況はゴールデンウイーク明けで感染者数が増加しているが、ピーク時の2月と比 

較するとだいぶ減っている。今後は感染に気を付けて生活していけば良いのではないかと 

思う。 

 

（２） 校長挨拶 

   今年度は４月６日に入学式と始業式を終え、今のところ順調に学校活動ができている。

委員会活動では、５・６年生が中心となり学校を良くするために頑張ってくれている。新

型コロナウイルス感染症については、収束はしていないが感染に充分気を付けて活動をし

ていく。 

   

（３） 「学校運営協議会の円滑な進め方について」視聴 

   令和２年度任命の学校運営協議会委員のための解説動画を視聴した。 

 



 

（４） 任命書交付 

今年度新しく委員に任命された鈴木利明委員に、木下校長から任命書が手渡された。 

 

（５） 委員紹介（自己紹介） 

   第１回目協議会ということで、出席している委員、オブザーバー、事務局全員が自己紹

介をした。 

 

 （６） 浜松市学校運営協議会規則確認 

池野教頭から、浜松市学校運営協議会規則について、一読いただくよう委員に話があっ 

た。第３条（目的）、第１０条（委員の任期）、第１２条（委員の守秘義務）を読み上げ、

全員で内容を確認した。 

 

（７） 議長選出 

司会のクリステンセン学校支援コーディネーターから、議長の選出について出席委員 

に意見を求めたところ、平松会長を議長に選任することについて、全員異議なく承認した。 

 

（８） 学校運営に関する基本的な方針の確認 

議長の指示により、校長から、令和４年度の学校運営に関する基本的な方針について別

紙資料に基づき説明があった。昨年度末の協議会にて既に承認されているので、内容の確

認のみとした。委員から以下の発言があった。 

・あいさつについて。授業の始まりは声を出してあいさつをしているのか。コロナの影響

であいさつも変わっているのか。小学生の習い事でも年々あいさつができなくなってい

ると強く感じる。コロナの影響なのかなとも思うが、朝のあいさつだけでなくどんな時

でもあいさつが何よりも大切だと実感している。（田口委員） 

→授業の始まりに「始めましょう。」とあいさつをしている。下校時のあいさつはとても元

気にできているせいか、子供たちの自己評価は高くなっている。授業のあいさつはどの

学級でも指導している。今年度は、まず朝の登校時のあいさつを重点的にやっていきた

い。（木下校長） 

・コロナの影響で登校時の無駄話を控えるようになったが、子供たちはあいさつと無駄話

の区別があまり理解できていないのではないか。（平松会長） 

・家庭への呼びかけはしているのか。（大橋委員） 

→御家庭でも協力をと呼び掛けているが、なかなか効果が表れない。（木下校長） 

・過去の経験から、朝起きた時「おはよう！」と返事をするまでしつこく声掛けをしてい

たら、いつの間にかできるようになったということがある。あいさつは家庭での方が指

導しやすい。自然に口から出るようになると思う。（大橋委員） 

・下善のパトロールの方は返事が返らなくてもあきらめずに声掛けをしてくれている。あ

りがたいと思う。（木下校長） 

・パトロールの方に感謝する気持ちがないから声が出ないのでは。自分たちを守っていて

くれるという意識がないのでは。自分たちのためにわざわざ来てくれているということ

を伝える必要があると思う。（田口委員） 

→この問題は学校だけでは解決しないので、家庭や地域の方にも協力を続けてお願いした

い。（木下校長） 

 

 

 



（９） 今年度の教育活動について 

    古宮教務主任より、今年度の教育活動について説明があった。 

５月に家庭訪問、６月には昨年できなかった劇団たんぽぽの鑑賞を予定している。６月下

旬には５年生の野外活動（観音山）、秋の修学旅行は東京方面と山梨方面の両方で検討中。

１２月には学習発表会を予定している。今年度もコロナウイルス感染症レベルにより、行

事の変更もありうると考えている。 

学年の様子として、３年学年主任の小島教諭から報告があった。「時を守り 場を清め 

礼を正す」を学年目標とし、その目標を達成するように日々頑張っている。３年生は明る

く素直な子が多く、遅刻して来た子に対しても優しい声掛けができる子が多い。６月には

科学館と博物館への校外学習、２学期には地域を歩く活動を計画している。学校支援の要

望として、 

・低学年の給食時間はバタバタするので、片付け等の支援があると良い。 

・運動場がとても広いため、見守りの支援があると良い。 

・タブレットを使用する授業での支援があると良い。 

子供たちは色々な面を持っていると感じている。親の前で見せる顔、先生の前で見せる

顔、友達の前で見せる顔、その全てがその子だと思う。子供たちの成長には周りにいるた

くさんの人の協力が必要で、これからも成長を見守っていきたい。 

次に、４年学年主任の町田教諭から、学年の様子について報告があった。４年生５６名

は明るく声も大きく、個性的な子が多い。とても元気なギャングエイジ。子ども同士の関

わりが上手にできるように指導し、明るく楽しい学級作りを目指している。「気付き 考え 

進んで行動」を学年目標とし、福祉の心が身につくように指導している。友達を思いやる

心、助け合う心を大切にしていきたい。今年度の活動については、６月に社会の学習とし

て防災センターを見学予定。７月にはふれあい交流サービスセンターでおじいちゃんおば

あちゃんとの交流や、車いすアイマスク体験を予定している。その他、下水道教室、水や

ゴミの学習、ストレスマネジメント講座、サーラ音楽ホールで発表会、二分の一成人式と、

数多くの行事が予定されている。学校支援の要望として、算数が難しくなる学年でもある

ので、学習ボランティアがいると助かると思う。 

池野教頭から、熱中症対策について説明があった。今後の教育活動の中で体育の授業や

外遊びなど熱中症の心配があるときには、感染対策をした上でマスクを外すなどの配慮を

して活動していきたい。委員から以下の発言があった。 

・学習ボランティアについて。ボランティアが必要な日時や内容を具体的に示してくれた

方が応募しやすいと思う。仕事を休んで来てくれる人もいるので。日程さえ分かっていれ

ば協力できたなと思ったことがある。（田口委員） 

・実際に応募は多数あるのか。（平野久和委員） 

→多数まではいかないが昨年度は人伝えで家庭科ボランティアが集まり充実した。（古宮

教務主任） 

・シニアクラブの方へも花壇の整備・花の手入れ等具体的にお願いした方が良い。（平松会

長） 

・読み聞かせボランティアのパンフレットを新しく作成した。デザインも工夫しカラー刷

りにしてみたので、今後募集が増えてくれると期待している。（木下校長） 

・良いですね。これから色々なバージョンのパンフレットも期待したい。（平松会長） 

 

（１０）みどりっ子を育てる会に代わる組織について 

みどりっ子を育てる会に代わる組織について、木下校長より説明があった。４月２７日、

旧みどりっ子を育てる会のメンバーに集まってもらい、会議を開催した。地域学校協働組織

として、会を立ち上げることができた。協働センターの椛さんにも協力してもらい、華道ク



ラブを立ち上げることができた。マジッククラブ、グランドゴルフの方にも連絡を取り、協

力していただけることになった。今後の教育活動に生かしていきたい。 

 

（１１）夢育やらまいか事業（ＣＳ加算分）について 

夢育やらまいか事業について池野教頭より説明があった。学校運営の基本方針を具現化す

るため、クラブ活動充実のための費用（華道クラブの器具、花代等環境整備費）等として使

用したい旨の説明があった。協議の結果、全員異議なく承認された。 

 

 

（１２）学校支援コーディネーターより 

学校支援コーディネーターの嶋田委員より近況報告があった。今年度に入りコミスクだよ 

りを２回発行した。今後はマジッククラブ、華道クラブ、グランドゴルフクラブの方と連絡 

を取り合い、話を進めていきたい。 

 

（１３）その他 

池野教頭より同意書についての説明があった。今年度から個人情報の取扱いに関する市

の方針の変更があり、同意書を書いていただくようになったため、その場での記入を依頼

した。 

 

 


